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る
こ
と
や
落
ち
葉
の
問
題
が
あ
り
、

木
を
残
す
こ
と
自
体
を
た
め
ら
う

傾
向
に
あ
る
。
対
策
の
１
つ
と
し

て
、
雨
ど
い
の
落
ち
葉
詰
ま
り
を

防
止
す
る
カ
バ
ー
を
付
け
る
助
成

を
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

�
緑
地
保
全
対
策

審
議
会
等
の
意
見
を
尊
重
し
な
が

ら
、
緑
の
保
全
に
つ
い
て
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。
�
落
ち
葉
の

苦
情
が
年
間　

件
あ
る
が
、
助
成

２００

制
度
を
設
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

■
そ
の
他
に
、
市
民
と
の
協
働
で

公
園
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施

策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
は
、
緑
の

保
全
と
創
造
が
欠
か
せ
な
い
。
市

に
は
保
存
樹
木
や
保
存
生
け
垣
を

指
定
し
て
奨
励
金
を
出
す
仕
組
み

が
あ
る
が
、
件
数
は
減
り
続
け
て

い
る
。
緑
を
増
や
す
た
め
に
、
規

則
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

保
存
樹
林
の
要
件
は
高
さ
が　
１０

�
以
上
で
、
１
本
に
つ
き
年
額
２

千
円
の
奨
励
金
が
出
さ
れ
て
い
る
。

生
け
垣
は
、
作
る
と
き
に
は
３
�

あ
れ
ば
助
成
さ
れ
る
が
、
保
存
に

は　

�
以
上
が
必
要
で
、
１
�
に

１０
つ
き
年
額　

円
で
あ
る
。
�
保
存

３００

樹
木
の
高
さ
や
、
保
存
生
け
垣
の

総
延
長
を
見
直
し
、
奨
励
金
を
上

げ
る
な
ど
の
要
件
緩
和
を
考
え
な

い
か
。
�
民
間
の
屋
敷
林
の
保
存

に
は
、
維
持
管
理
に
お
金
が
か
か

の
中
で
学
校
施
設
の
利
用
な
ど
検

討
す
べ
き
。
�
全
入
の
原
則
を
堅

持
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

�
た
ま
む

し
、
み
ど
り
学
童
は
来
年
度
に
向

け
検
討
中
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
検
討
し
て
い
く
。
�
今

後
も
全
入
に
向
け
努
力
す
る
。

　

�
「
孤
独
死
」
を
生
ま
な
い
た

め
に
、
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
な
ど
市
の
役
割
の
発

揮
を
求
め
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　
「
孤
独
死
」に

心
を
痛
め
て
い
る
。
地
域
と
連
携

し
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
た
い
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

�
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
、
実
施
状
況
を
見
る
と
学
校

ご
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く

イ
ベ
ン
ト
的
な
開
催
で
あ
る
。
�

日
常
的
に
全
小
学
校
で
の
実
施
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
�

親
と
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
調
査
な
ど
を
実
施
し
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
課
長　

�
で
き
る
だ

け
公
平
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し

て
い
き
た
い
。
父
兄
や
地
域
の
協

力
を
得
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
�

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
議
な
ど
の
中
で
ニ
ー

ズ
を
捉
え
て
い
き
た
い
。

　

�
学
童
保
育
所
の
９
施
設
中
７

施
設
で
、
定
員
を
超
え
る
事
態
で

あ
る
。
�
将
来
の
学
童
保
育
所
の

整
備
計
画
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

教
育
再
生
の
た
め
昨
年
、
教
育

基
本
法
が
改
正
。
今
年
は
学
校
教

育
法
等
関
連
３
法
も
改
正
さ
れ
た
。

�
学
校
教
育
法
で
は
、
社
会
形
成

に
主
体
的
参
画
や
我
国
と
郷
土
を

愛
す
る
態
度
養
成
の
た
め
、
市
内

学
校
で
の
社
会
貢
献
や
郷
土
愛
の

指
導
は
。
組
織
・
運
営
や
指
導
体

制
の
強
化
に
副
校
長
や
主
幹
・
指

導
教
諭
の
配
置
は
。
�
地
方
教
育

行
政
法
で
は
、
教
育
委
員
数
の
弾

力
化
と
保
護
者
か
ら
の
選
任
を
義

務
化
。
ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
の

指
示
権
と
是
正
要
求
権
等
国
の
責

務
は
。
�
教
員
免
許
法
で
教
員
免

許
の
有
効
期
間
を　

年
と
し
更
新

１０

で
き
る
が
、
既
存
の
免
許
の
更
新

は
。
教
育
公
務
員
特
例
法
で
の
不

適
格
教
員
の
排
除
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

�
発
達
段
階

に
応
じ
、
自
然
・
社
会
・
職
場
等

の
体
験
を
設
定
。
小
学
校
社
会
科

で
地
域
発
展
を
理
解
、
道
徳
で
郷

土
の
文
化
・
伝
統
の
大
切
を
学
ぶ
。

郷
土
愛
で
は
地
域
清
掃
。
学
校
の

組
織
運
営
、
指
導
体
制
の
強
化
は

規
定
を
整
備
す
る
。
�
教
育
委
員

会
は
小
中
学
校
の
裁
量
を
生
か
し

創
意
工
夫
し
て
目
標
を
実
現
す
る
。

�
現
教
員
の
免
許
に
有
効
期
間
は

な
い
が
、
更
新
講
習
の
終
了
確
認

期
限
を
設
定
。
指
導
不
適
格
教
員

の
認
定
と
指
導
改
善
研
修
を
実
施

し
、
人
事
管
理
を
厳
格
化
す
る
。

す
す
め
る
た
め
、
�
指
定
避
難
所

の
数
は
多
摩
平
均
水
準
に
引
き
上

げ
な
い
か
。
�
要
介
護
者
、
障
害

者
、
人
口
透
析
や
肺
気
腫
な
ど
要

援
護
者
へ
の
対
応
を
関
係
機
関
と

す
す
め
な
い
か
。
�
高
齢
者
世
帯

へ
の
家
具
転
倒
防
止
金
具
の
設
置

助
成
を
す
す
め
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

�
防
災
計
画
の
見

直
し
の
中
で
検
討
し
た
い
。
�
災

害
時
要
援
護
者
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

つ
く
り
対
応
し
た
い
。
�
実
態
把

握
を
含
め
研
究
し
た
い
。

■
こ
の
他
に
、
入
札
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
質
問
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�
子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
、

�
妊
婦
健
診
の
費
用
の
負
担
は
若

い
世
代
に
は
重
い
。
妊
婦
健
診
の

費
用
の
助
成
回
数
を
増
や
さ
な
い

か
。
�
保
育
園
児
の
待
機
児
解
消

の
た
め
、
更
な
る
保
育
園
の
増
設

と
す
で
に
各
市
で
進
ん
で
い
る
病

後
児
保
育
を
早
期
に
実
現
し
な
い

か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
５
回
ぐ
ら

い
の
助
成
が
で
き
る
よ
う
に
、
要

望
中
。
都
内
で
統
一
的
な
助
成
が

で
き
る
よ
う
検
討
中
で
あ
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

�
入
所
基

準
の
見
直
し
な
ど
を
含
め
、
来
年

度
に
向
け
て
研
究
し
た
い
。
病
後

児
保
育
は
、　

年
度
設
置
に
向
け
、

０９

現
在
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

　

�
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
と

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
と

学
童
保
育
の
拡
充
を

学
童
保
育
の
拡
充
を

教
育
改
革
の
３
法
成
立
で

教
育
改
革
の
３
法
成
立
で

市
教
委
の
対
応
を
問
う

市
教
委
の
対
応
を
問
う

地
球
温
暖
化
地
域
推
進
計
画
を
つ

く
る
こ
と
が
第
一
か
な
と
考
え
て

い
る
。

　

市
長　

�
戦
後　

年
間
、
地
球

６２

が
破
滅
に
向
か
う
よ
う
な
進
み
方

だ
っ
た
。
我
々
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
変
え
な
け
れ
ば
、
地
球
は
も

た
な
い
。
中
国
も
異
常
な
状
況
で

開
発
が
進
ん
で
い
っ
て
、
危
機
を

感
じ
る
。
提
案
は
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

■
こ
の
他
に
、　

人
中　

人
の
正

１６

１２

規
職
員
の
年
間
人
件
費
が
千
万
円

を
超
え
る
市
立
図
書
館
の
問
題
等

を
追
及
し
ま
し
た
。

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
し
て
、

�
こ
れ
ま
で
の
市
の
施
策
展
開
は
。

�
環
境
基
本
条
例
で
は
、
温
暖
化

問
題
の
位
置
づ
け
は
８
つ
の
内
７

番
目
に
な
っ
て
い
る
。「
不
都
合

な
真
実
」
と
い
う
本
が
、
問
題
点

を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る

が
、
市
民
や
事
業
者
に
も
一
定
の

規
範
力
を
持
っ
た
地
球
温
暖
化
防

止
条
例
が
必
要
で
は
な
い
か
。
�

条
例
制
定
に
関
す
る
市
長
の
考
え

は
。

　

環
境
部
長　

�
平
成　

年
に
環

１５

境
基
本
条
例
を
制
定
し
、
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
た
。
�
小
金
井

市
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
と
か
、

温
暖
化
効
果
ガ
ス
の
量
が
全
然
測

定
さ
れ
て
い
な
い
。
オ
ー
ル
東
京

で
統
一
し
た
考
え
方
で
測
定
し
て
、

地
球
温
暖
化
防
止
条
例
の

地
球
温
暖
化
防
止
条
例
の

制
定
を

制
定
を

現
第
一
地
区
の
よ
う
に
市
と
考
え

の
一
致
し
な
い
地
権
者
を
無
視
し

て
強
行
す
れ
ば
混
乱
は
当
然
。

　

市
長　

若
干
の
方
々
の
ご
理
解

を
い
た
だ
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に

な
れ
ば
、
行
政
が
努
力
す
る
の
は

当
然
。

　

�
第
二
地
区
で
一
定
の
建
物
を

持
っ
て
い
る
人
が
「
私
の
と
こ
ろ

を
再
開
発
に
含
め
な
い
で
」
と
言

っ
て
い
る
そ
う
だ
が
ど
う
か
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

答
弁
を
差

し
控
え
た
い
。

■
そ
の
他
に
、
障
害
者
自
立
支
援

法
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

�
再
開
発
の
都
市
計
画
決
定
に

際
し
議
会
の
議
決
に
反
し
稲
葉
市

長
が
予
算
を
流
用
し
た
事
件
で
、

最
高
裁
で
も
「
地
方
自
治
法
違
反

で
あ
る
」
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ

た
。
し
か
し
市
長
は
「
同
じ
こ
と

が
あ
れ
同
じ
事
を
す
る
」
と
表
明
。

そ
の
考
え
に
変
り
は
無
い
か
。

　

市
長　

法
に
従
っ
て
執
行
す
る

と
き
に
、
そ
う
で
は
な
く
て
市
民

の
た
め
に
ど
う
な
の
か
。
小
金
井

市
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
に
な
れ

ば
、
自
身
の
身
を
賭
し
て
も
市
民

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

�
再
開
発
地
区
内
の
そ
れ
ぞ
れ

の
権
利
者
は
財
産
を
運
用
し
、
子

や
孫
に
引
き
継
が
せ
る
た
め
に
と

考
え
る
が
、
そ
れ
は
市
の
考
え
と

一
致
し
な
い
点
が
あ
る
の
は
当
然
。

武
蔵
小
金
井
駅
再
開
発
の

武
蔵
小
金
井
駅
再
開
発
の

過
去
・
現
在
・
未
来

過
去
・
現
在
・
未
来

子
育
て
支
援
の

子
育
て
支
援
の

充
実
を
求
め
る

充
実
を
求
め
る

緑
の
保
全
と
創
造
の
た
め
の

緑
の
保
全
と
創
造
の
た
め
の

更
な
る
施
策
を

更
な
る
施
策
を

一部権利者を無視し裁判中の再開発

充実が望まれる学童保育所

母子手帳の交付のときに渡される２回分の妊婦健診の無料受診票


